
城南五山（じょうなんござん）は、東京城南地区
にある高台5カ所の総称である。山手線の内
側、目黒駅から品川駅にかけての地域にあり、
古くから高級住宅街として知られる。御殿山（ご
てんやま）、八ツ山（やつやま）、島津山（しまづ
やま）、池田山（いけだやま）、花房山（はなぶさ
やま）で構成され、それぞれは大名屋敷や大名
出身の邸宅があった。明治に入って、財閥や実
業家の邸宅に引き継がれた。

八ツ山
八ツ山は北品川北端の地名で武蔵野台地の突端の
丘端。名前の由来については、昔この付近には八つの
岬があり海に突き出ていた海岸だったためこの名が
ついた。 【八ツ山橋】 明治5年(1872年）に鉄道が開
通し、日本で最初にできた鉄道陸橋。南側の第一京浜
国道にかかる新八ツ山橋北側の線路は、映画「ゴジ
ラ」で撮影された京浜急行電鉄の線路。
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【営業時間】 午前9時30分～午後5時　【休館日】 祝日・年末年始
〒140 -0014  品川区大井1-14 -1  大井1丁目共同ビル1F
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安政元年(1854)品川台場築造のため、御殿山・八ツ山などの土を取
り出し台場に使用した。御殿山土取場から鎌倉時代から戦国時代の板
碑や法きょう印塔、五輪塔が出土し、明治2年に由来を記した「法善寺
板碑」が板碑を納めた堂と共に建てられた。
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